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音更町議会 公正クラブ 

令和４年度 視察研修報告書 

令和４年１１月１４日（月）～１１月１７

日（木） 

赤穂市役所前にて 

 

(左から) 

新村 裕司 

鴨川 清助 

山本 忠淑 

松浦 波雄 

②11/15PM 広島市 

広島平和記念資料館 

①11/15AM 呉市役所 

議会の災害対応・タブレット

④11/16PM 赤穂市役所 

ひきこもり対策 

③11/16AM 津山市役所 

食による観光振興 

視察先・視察項目 
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月日 11/14（月） 11/15（火） 11/16（水） 11/17（木）
（� 終日レンタカー） （� 終日レンタカー）

9：15 ホテル出発 8:30 ホテル出発 9:00 ホテル出発
9:15頃　帯広空港 集合 ⇓ � （5分程度） ⇓ � （1時間30分程度） ⇓ � （空港まで2時間程度）

10：05発 帯広 ⇒ 羽田 9：30-11：00　呉市 10:30-12：00 津山市
✈ JAL0570 ■災害発生時の議会対応について ■食による観光振興について

⇓ ■議会タブレットについて （※午前中　フリー）
11：50　羽田空港 着 ☞ 津山市役所

（昼食） ☞呉市役所 　岡山県津山市山北５２０ （昼食）
14：00発　羽田 ⇒ 広島 　広島県呉市中央４丁目１−６ 議会事務局 ℡ 0868-32-2140

✈ JAL0261 　議会事務局 ℡ 0823-25-3243 ⇓

⇓ トヨタレンタカー大阪空港交差点前店

15：25　広島空港　着 ℡ 06-6841-0002
（� トヨタレンタカー 15：55） ⇓ � （40分程度） （昼食　12：15-13：15　津山市内） （� レンタカー返却 14:30まで）

⇓ � （50分程度） （昼食　広島市内） ⇓ � （1時間30分程度） ⇓（空港まで送迎あり）

17：00頃　呉市　到着 13：00-14：30　広島市 15：00-16:00 赤穂市 15：30 伊丹 ⇒ 羽田
■広島平和記念資料館　視察 ■ひきこもり対策推進事業について ✈JAL0124

　広島市中区中島町１−２ ⇓ 
     ℡ 082-241-4004 ☞ 赤穂市役所 16：35　羽田空港　着

　兵庫県赤穂市加里屋 17：45発　羽田　⇒　帯広
⇓ �  （２時間程度） 議会事務局 ℡ 0791-43-6876

17：00頃　倉敷市　到着 ⇓
⇓ ⇓ ⇓ 19：20　帯広空港　着

ホテル着 18:00頃 ホテル着 17:00頃 ホテル着 17:00頃 （解散）

コンフォートホテル呉 阿智の湯　ドーミーイン倉敷 赤穂パークホテル
　広島県呉市宝町２-38　　　　　　

℡ 0823-32-4811
　岡山県倉敷市阿知３丁目２１−１１　　　

℡ 086-426-5489
　兵庫県赤穂市さつき町36-12　　　　　

℡ 0791-43-8000
宿泊先

令和4年度　音更町議会　公正クラブ　道外視察研修（山陽方面）　行程表

行
程
　
・
　
視
察
先
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 ①広島県 呉市 『災害発生時の議会対応と議会タブレットについて』  

【市の概要】 

瀬⼾内海のほぼ中央部、広島県の南⻄部に位置し、瀬⼾内海に⾯する陸地部と、倉橋島や安芸灘諸島な
どの島しょ部で構成される。かつては戦艦「大和」を建造した軍港、日本一の海軍工廠を擁するまちとし
て発展。戦後は造船、鉄鋼、機械金属、パルプ産業等の企業が進出し，瀬⼾内有数の臨海工業地帯として
の基盤を確立。平成の大合併では段階的に近隣 8 町と合併し、平成 28 年には「中核市」へ移行した。 
令和 5 年 9 月に日本製鉄呉製鉄所の閉鎖が決まり、雇用の維持などが課題となっており、今後は町の活
力の中心を観光に向けていきたい考え。日本遺産に認定された「大和ミュージアム」（呉市海事歴史科学
館）は平成 17 年の開館以来、今年で総来館者数が 1500 万人を超えた。 

人口約２１万人（R4 年 10 月）  ⾯積 353.18 ㎢  議員定数 32 人 

【災害発生時の議会対応】 

 平成 27 年、呉市議会基本条例に災害時の議会の対応について規定するとともに、呉市議会における災
害発生時の対応要領を規定した。（翌年 1 月施行) 

（目的）災害発生時においては、議会の本来的な役割とは別に市執行部と連携し、被災者の支援及び災
害復旧のために、非常の事態に即応した役割を果たす。呉市では過去に多くの災害が発生しているが、こ
れまで災害発生時における議会・議員の対応が示されておらず、独自の判断で行動・対応してきた。そこ
で、新たな防災拠点となる市役所新庁舎の完成を契機に、議会・議員の適切な対応を定める。 
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議会の対応で特に留意すべき事項 

・タブレット端末を携行し、連絡会議との連絡
体制を確立すること。 
 
・被災地の場所、状況や災害対応等の情報提供
は PDF ファイル及び画像等を使用することが
想定されるため、タブレット端末へのメール送
信にて行う。 
 
・災害初期においては、当局が出来る限り対応
に専念できるよう、当局への要望は、緊急の場

合を除き、「連絡会議」に提出すること。他都市において災害発生時に最も問題となっているのが、議
員個々が当局に問い合わせや要望を行うことであり、これを踏まえ、議員から当局への窓口を連絡会
議に一本化することを徹底した。 

 
・議会事務局は関係各課と綿密な連携を図るとともに、タブレット等を利用し、議員間の情報共有にも

努める。  
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【議会タブレット】 

 業務改善及び経費削減や今後においてのペーパーレスの推進を図るため、議会運営委員会で平成 26 年
頃からタブレット端末の検討を開始し、災害対応要綱を作成した同時期の平成 27 年 12 月に導入された。
平成 30 年 7 月の⻄日本豪⾬の際には、前述の災害対応要領と相まって、タブレットでの情報提供等は大
変効果があったとされる。 
 
導入による効果 

①議案書、議席配布物など、資料の印刷・製本、送付に係る事務の時間と費用を削減（事務軽減） 
②資料のカラー化 
③出先での説明（LTE 契約なので、利用可能エリアが広い） 
④開会通知や連絡事項、議会共通のスケジュールなどの確認 

 
運用方法 
 Google アカウントを活用（メール、カレンダー、マップ、ドライブ） 
 議会関係の資料は「サイドブックス」を活用（契約容量の関係でサイドブックスでの利用は直近 1 年
分の議会資料のみ、それ以前の物は Google ドライブでの保存・閲覧になる） 
 
段階的なペーパーレス化の結果 

第 1 段階：各部発送資料、会議の開会通知、諸連絡等 ⇒ 27 年度〜実施済み 
第 2 段階：委員会の行政報告資料          ⇒ 28 年度〜実施済み 
第 3 段階：議席配布物               ⇒ 28 年度後半〜実施済み 
第 4 段階：議案・議案資料、予算書・決算書     ⇒ 配信しているがペーパーレスは実施せず 

 
費用対効果（Ｈ26 年の例） 
 Ｈ26 年の議会事務費のうち資料印刷、FAX 送信料など、239,557 円の削減。完全なペーパーレスが進
めば、議案資料、予算書、決算書の印刷製本費用も削減され、合計で 458,453 円の削減効果が見込まれて
いた。 
 

 
 議員のタブレット講習会の様子 
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経費（令和 4 年予算の例） 

・リース料（LTE データ通信、プロバイダ契約料含む、38 台分） ⇒ 1,048,344 円 
・サイドブックス（アプリケーション）使用料(3.3 万円/月)    ⇒   396,000 円 

合計 1,444,344 円 
課題など 

・議員の使用頻度に差がある（全議員向けに講習会を定期的に実施） 
・画⾯が小さい（10.1 インチ） 
・完全ペーパーレス化になっていない 
・「サイドブックス」利用枠の拡大が必要 

 

 
  

【所感】 
呉市は瀬⼾内海に⾯した場所でありながら、少し内陸に入ると、切り立った崖が多い中に市街地が

形成されており、確かに大⾬などの被害を受けやすい地域だと感じた。平成２７年に新築された市役
所庁舎も災害時の避難所として機能の高い構造となっていた。本町も平成 28 年の台風被害と 30 年の
ブラックアウトと、立て続けに自然災害を経験しており、令和 3 年に災害時での議会対応方針を定め
ている。呉市と同じ様に、災害時の議員の情報収集は町側ではなく、議会事務局と行うことを基本と
している。災害は起きないに越したことはないが、いつ起きても被害を最小限に止めるために、日頃
から対応方針の再確認と訓練が重要だ。 

今回、呉市に災害対応と議会タブレットという 2 つのテーマでの視察をお願いしたところ、それら
が結果的に相乗効果として示された事実は予想外であった。日常的に使用するものが災害などの非常
時にも役立つことは、防災においての価値が高い。呉市議会ではその点も想定した上で、早い段階で
のタブレット導入を実現したのだろう。 

本町でも、議会 ICT へ向けての検討会が R4 年 12 月より開催されている。私が最も期待すべき事
は議会資料のデータベース化である。完全なペーパーレス化はハードルが高く課題も多いが、段階的
に出来ることから進めていくべきと考える。 

文責：新村裕司 
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 ②広島市 広島平和記念資料館  
広島市は中国・四国地方で最大の人

口を有する政令指定都市。第 2 次世界
大戦で、史上初めて原子爆弾で襲撃さ
れた。原爆が投下された三角州周辺は
現在、原爆死没者の慰霊と世界恒久平
和を祈念した公園となっており、国際
平和文化都市としても一定の影響力が
ある。戦後は苦難を乗り越え、重工業
やマツダなどの自動車産業を中心に復
興し、現在では日本の主要な工業都市
となっている。 
 

 
 平和公園内にある記念資料館を見学した。
熱線、爆風、放射線、後障害…、⻑さ 3m 重
さ４ｔの一発の原発の威力と、それがもたら
した被害の大きさや悲惨さを改めて学んだ。 

原爆が投下された当時の広島市は人口約３
５万人。そのうち約１４万人が１９４５年の
うちに亡くなったといわれているが、被害が
大きすぎて正確な数はわかっていない。 

館内には、被爆者の数々の遺品等が展示さ
れており、それが示す辛く悲しい境遇を時間
の許す限り説明を聞きながら拝見した。 

【所感】 
１１月１５日、広島平和記念資料館を視察し、平和を維持することの大切さについて学びを深めて

きた。資料館に入るとすぐに、当時原爆が落とされ建物が一瞬で崩れていく様子を、プロジェクショ
ンマッピングで表現されている展示物があった。 

さらに見学を進めていくと「助けて」「⽔をください」、動く気力もない⺟親の胸にすがる幼児、「目
を開けて、目を開けて」と子どもの名前を呼び続ける半狂乱の⺟親など当時の人々の助けを求める姿
を絵や写真及び人影が焼き付いたコンクリートなどで展示されていた。ぼろぼろになってしまった服
や焼け焦げた弁当箱、溶けてさび付いた三輪車、ずっと大切に握りしめていたベルトなどもあった。 

たった一発で人々を消し去ってしまった原爆。このような爆弾を２度と落とされることがないよう
努力しなければならないと感じた次第である。 

文責：松浦波雄 
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 ③岡山県 津山市 『食による観光振興策』  
１１月１６日、食による観光振興につい

て 、岡山県津山市を視察先として議会事務
局局⻑の挨拶から始まりました。 

【津山の歴史】 和銅 6(713)年 4 月 3
日、美作国(みまさかのくに)が誕生して以
降、畿内から出雲に通じる交通の要衝とし
て、津山藩の城下町として産業・経済・文
化が発展してきた。 

平成 17 年 4 月、岡山国体で訪れる選手
たちに「おもてなし料理」として紹介しよ
う、市内 50 店舗以上の鉄板焼店、焼肉店
で提供されている津山のご当地グルメ、

熱々の鉄板で牛ホルモンに野菜・うどんを加え、秘伝のたれを絡めた焼きうどんが誕生した。 
「マップ作成委員会」を発足。平成 18 年 7 月手作りマップの作成、平成 19 年度国体担当職員が観光

振興課に異動。平成 20 年「作成委員会」から「研究会」へ改組。 
※協力店には「のぼり」を掲出し、差別化 
※地元マスコミからの取材 
※市内外からのイベント・出展依頼・出店要請を積極的に受入 

(研究会メンバーがボランティアで対応) 
※愛 B リーグ加盟(B-1 グランプリ) 

 

【所感】 
「津山ホルモンうどん」の経緯経過説明を受けました。活動のきっかけに岡山国体があつたこ

と、市国体担当職員と市⺠ 14 名でのマップ作成委員会の取り組み・熱量が大きかった様に思われ
る。また、協力店の認定基準・掲載料の設定も大切なことだと推測された。  

文責： 鴨川 清助 
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 ④兵庫県 赤穂市 『ひきこもり対策推進事業』  
令和 4 年 11 月 16 日（⽔） 15：00〜17：00 

 
赤穂市は、兵庫県の⻄南部に位置し、⻄は岡山県との県境に接している。気候は一年を通して温暖であ

り、瀬⼾内海と千種川の自然と緑に恵まれ、忠⾂蔵と赤穂義⼠、赤穂塩で有名な歴史と伝統のある市であ
る。 
 

１ 研修先の概要 

  ・⾯積 126.8 ㎢  (音更町 466.1 ㎢) 
・総人口 45,609 人 （2022 年８月末） 
 

  ・塩田の⾯積 東浜塩田 １５０ha 
⻄浜塩田 ２５０ha 

  ・市議会議員の定数 １８名 
 

２ 赤穂市における ひきこもり対策事業について 

赤穂市健康福祉部社会福祉課保護支援係  児島佳織さま 
   赤穂市社会福祉協議会          河内悠希さま 
    上記２名の担当者から熱心なお話をお聞きした。 
    尚、赤穂市健康福祉部社会福祉課⻑  山内陽子さま にも同席いただいた。 
 

◎ 赤穂市で広義のひきこもり状態にある方（平成２８年度・令和元年度調査による推計値） 
１５歳〜３９歳  ４０人 〜 ２００人 
４０歳〜６４歳  ５０人 〜 ２３０人 

        合わせておおよそ 400 人以上の方が心配な状況にあるのではないかと推計した 
 
対策の経緯 
(１)平成２７年度 生活困窮者自立支援法施行に伴い生活困窮者自立相談支援事業を社会福祉課が担当
して開始した 
 
(２) 平成２８年度 ⺠生委員、児童委員対象にひきこもり等に関する実態調査を行った。 
 
(３) 平成２９年度 実態調査に基づきアウトリーチを行う。赤穂市社会福祉協はひきこもり事業構想の
検討を始める  
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(４) 平成３０年度 県の調査を活用して２回目のひきこもり調査を行う。社協独自で居場所の検討と先
進地視察等を行った。 
 
(５) 令和元年度、次年度からのひきこもり支援事業の開始を目指し、社協と共に関係機関を招集して支
援に関する構想を形づくる。 
 
(６) 令和２年度 ひきこもり支援・相談のプラットホームとして市の生活困窮者自立支援調整会議を位
置づける。 
  ７月 委託事業として「ひきこもり対策推進事業」を開始 
  ９月 赤穂市社会福祉協義会が市の委託を受けて、居場所の開設・市⺠啓発 
     関係機関との連携のもと、９月下旬に「みんなのいえ」プレオープン 
  １０月１日から赤穂市社会福祉課の相談窓口「えーる」を開設 
  １０月２日 赤穂市社会福祉協議会が気軽に過ごせる地域の居場所 「みんなのいえ」をオープン

した。 
 
 
赤穂市はひきこもり担当課を設けたわけでなく社会福祉課の一部でその役割を担っている。 
社会福祉課には 障がい福祉係で障がい者基幹相談支援センターがある。 
        保護支援係で生活困窮者自立相談窓口がある。 
 
令和２年１０月から二つの窓口を一つの愛称名「えーる」とし、市⺠の方に「生活・お仕事・お金・家
庭・障がい・ひきこもり等・そのようなことで困っていませんか？あなたの気持ちを応援します。」と
広報を行った。 
社会福祉課相談窓口に え〜る との愛称窓口が設置された。 
 
赤穂市ひきこもり対策推進事業について 

① 相談業務・関係機関との連絡調整・情報発信は赤穂市社会福祉課相談窓口  「えーる」 
② ひきこもり状態にある人の居場所づくりは 赤穂市社会福祉協議会が居場所 「みんなのいえ」

を設置 
③ 一般への理解促進を目指した啓発運動は赤穂市社会福祉協議会が中心で、ひきこもり啓発フオー

ラムを開催 
 
もう一つの居場所 
   赤穂市就労準備支援事業でのジョブトレーニング 
   生活困窮者自立相談・就労準備支援事業・家計改善支援事業 
   等さまざまのご相談に応じてこれからも生きがいを見つける場所を自ら選べるように「選択肢」

を増やすお手伝いを続けると説明を受けた。  
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気軽に過ごせる地域の居場所「みんなのいえ」 

自宅から一歩踏みだした、安心して過ごせる、居
心地のいい場所を目指して開設された。 

 
開設日は月曜日から金曜日まで（祝日、年末、年始
は除く） 
 
スタッフは３名（看護師、介護福祉⼠） 
 

内 容     利用者同⼠の交流、趣味、調理、園芸等 
みんなのいえ利用者数  令和２年度（１０月〜３月） １１７名 

              令和３年度         ２１１名 
              令和４年度（４月〜９月）  １９１名 
 

◎  ひきこもり家族の集い  毎月第４木曜日 １３時〜１６時 
家族同⼠で日頃の思いや不安、当事者への接し方、今後のこと等話し合う 
 

◎  啓発活動  
令和２年度 ひきこもりボランティア養成講座 １６名が登録 
令和３年度 ひきこもり啓発活動  市内外から２２名参加 
令和４年度 ひきこもり啓発フオーラム 市内外から４８名参加 

 
以上 えーる担当の支援係児島さまの熱心な説明が印象に残った。 

                     文責：山本忠淑 
 
 

 「みんなのいえ」内観 


